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この発表では筆者の論文 [3]で得られた結果を発表する．
自己等長群が自明になるようなリーマン計量 (つまりリジッドなリーマン計量)につ
いて次のことが知られている ([1, 5]などを参照のこと)．
定理 A. コンパクトな可微分多様体M上の (擬)リーマン計量全体の空間の中でリジッ
ドな (擬)リーマン計量および全体の集合はホイットニーのC∞位相において稠密で，な
おかつ開集合である．
筆者はこの定理Aの0次元空間版と見做せる定理を証明した．以下に詳細を説明する．
以下では距離可能空間Xが 0次元と言った場合には，Xの交わらない二つの閉集合

AとBについて開かつ閉なXの部分集合V が存在してA ⊂ V かつB ∩ V = ∅ である
ことを意味する．この定義はXの大きい帰納次元が 0であることと同値であり，いま
距離化可能空間しか考えていないので被覆次元が0であるということとも同値である．
Xを距離化可能空間とする．このとき記号Met(X) でXと同じ位相を生成するXの
上の距離関数全体の集合を表すとする．そしてMet(X)上には上限距離DX が導入され
ているとする．つまりDX(d, e) = supx,y∈X |d(x, y)−e(x, y)|と定義されている. この距
離DXは∞の値も取りうるが，このような距離でも ϵ開球によって通常の距離関数と同
じように位相を導入することができる．筆者はこの距離関数全体の空間 (Met(X),DX)

について，幾何学的性質Pを与えたときPを満たす距離全体の集合がこの中で稠密で
あるかどうか，またどのようなボレル階層を持つかなどを調べてきた．今回は距離関数
のある種の剛性に注目し研究を行った．記号LI(X)で以下の条件を満たすd ∈ Met(X)

全体を表す：もし x, y, u, v ∈ X がx ̸= y, u ̸= v, そして {x, y} ̸= {u, v} を満たすなら
ば，二つの正の実数d(x, y)とd(u, v) はQ上線形独立である．筆者の論文 [3]において
まず最初に次の定理1 を証明した．この定理1 を証明するために [3]ではQ上線型独立
な連続体濃度の実数を生成するためのシステムを導入して，ある種の無理数論を展開
している．以下では記号 cは連続体濃度を表すとする．
定理 1. Xを0次元距離化可能空間でCard(X) ≤ cを満たすとする．また ϵ ∈ (0,∞)で
d ∈ Met(X)とする．このとき e ∈ LI(S) が存在してDX(d, e) ≤ ϵ が成り立つ．つまり
LI(X)は (Met(X),DX) の中で稠密である．さらに，もしもX が完備距離化可能なら
ば，上の eを完備であるように取ることができる．
集合X上の距離関数dが強リジッドであるとは任意のx, y, u, v ∈ Xについてd(x, y) =

d(u, v) かつ d(x, y) ̸= 0ならば {x, y} = {u, v}を満たすときにいう．記号 SR(X)で
Met(X)に属する距離関数で強リジッドなもの全体を表すとする．強リジッドという概
念は 1972年に [4]において導入された．ところで距離関数 (X, d)がリジッドであると
は (X, d)の非自明な自己等長写像が存在しないときにいう．もし (X, d)が強リジッド
であるならば (X, d)はリジッドであることを注意する．一般に距離化可能空間X につ
いてSR(X) ̸= ∅, つまりXが強リジッドな距離を許容することとXが 0次元でなおか
つCard(X) ≤ c を満たすことは同値である ([3, Corollary 4.22]などを参照のこと)．
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位相空間Xの部分集合がGδ であるとはその集合が可算個の開集合の共通部分で表
されるときにいう．これはボレル階層という位相空間の部分集合の分類の一つである．
位相空間Xの部分集合S が comeagerであるとは，Sが稠密なGδ集合を含んでいる
ときにいう．このような集合はしばしば genericとも呼ばれる．ベール空間，特に関
数空間などの空間の中での comeagerな部分集合は伝統的に調べられてきており，特異
な集合が空間の中に大きな位相的分布を持っていることが知られている．例えば，関
数空間C([0, 1],R)の中の至る所微分不可能な関数全体が，C([0, 1],R)の中で comeager

であることが知られている．一般にベール空間の comeagerな部分集合は第二類集合に
もなる．そしてXが距離化可能でσコンパクトかつ局所コンパクトならばMet(X) は
ベール空間になることが知られている ([2, Lemma5.1]を参照のこと)．
Janosの論文 [4]などではカントール集合の上に強リジッドな距離関数が存在するこ
となどが証明されているが，そのような先行研究の発展として，強リジッド距離が稠
密に存在することを述べる以下の定理2を証明した．定理2における稠密性の部分は本
質的に定理 1に負っている．また以下の定理 2 は強リジッドなコンパクト距離空間全
体が，グロモフ・ハウスドルフ空間 (コンパクト距離空間全体のモジュライ空間)の中
でgenericであることを述べたRouyerの定理 ([6, Theorem 2,1]) の類似と見なせる．
定理 2. Xを 0次元距離化可能空間でCard(X) ≤ c を満たすとする．このときSR(X)

はMet(X)の中で稠密である．さらに，もしもXがσ コンパクトであるならば，SR(X)

はGδ でもある．特にSR(X) は comeagerである．
定理 2の系として以下の二つの定理を得る．特に定理 3 はこの文書の最初にあげた
リジッドなリーマン計量に関する定理A の 0次元版と考えることができる．また定理
3の仮定においてXに局所コンパクト性を貸していないことにも注意されたい．記号
R(X) でMet(X)に属するリジッドな距離全体を表すとする．
定理 3. Xを0次元距離化可能空間とする．もしもXがσコンパクトで3 ≤ Card(X) ≤ c

を満たすならば集合R(X)は (Met(X),DX) の中で comeagerである．
定理 4. X を第二可算な 0次元局所コンパクトハウスドルフ空間とする．このとき
d ∈ Met(X) が存在して任意の ξ ∈ X について Fξ(x) = d(x, ξ)と定義される写像
Fξ : X → R は位相的埋め込みになる．
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